
【別添】 

「令和８年度第２回 AI 時代のデジタル人材 

確保・育成特別セミナー」について 

 

１ 研修期間   

令和８年１１月２４日（火）から１１月２７日（金）まで 
 
２ 研修内容（予定）   ※更新部分を赤字で記載 
【講義】９時限 
○ AI 時代に考える自治体 DX 推進の意義 ２時限 

      【吉本 明平 （一財）全国地域情報化推進協会 企画部担当部⾧】 
AI の技術進歩が目覚ましいところ、DX 推進に責任を持つ自治体職員が

理解しておくべき DX の基本的な考え方と意義についてお話しいただくと
ともに、デジタル技術の今後の動向と自治体の業務に及ぼす影響及び今後
とるべき方策についてお話しいただく。 

 
○ 自治体実務経験から見た自治体 DX １時限 

【廣川 聡美 関東学院大学客員教授、元横須賀市副市⾧】 
自治体の内部変革を始動・加速させるために必要な視点や、改革の阻害

要因の発見・解決手法、DX を進めるための職員のスキルやマインドの醸
成方法と、職員が革新的取組みに安心してチャレンジできる組織環境の整
え方等について、自治体 OB の講師からご自身の経験をもとにお話しいた
だく。（下記【意見交換】も担当） 

 
○ 自治体生成 AI 活用研修―基礎理解とプロンプト設計による業務活用 
 ２時限 

【篠原 俊博 元デジタル庁統括官、総務省自治行政局審議官】 
生成 AI の概要や自治体における活用について、具体事例とともに解説

していただく。併せて簡易なタスクを処理するハンズオン形式の演習を行
い、生成 AI の活用手順について解説していただく。 

 
○ 「AI 革命と働き方の再デザイン」～公務員の役割とは？～ ２時限 

【菅原 直敏 磐梯町「旅する」副町⾧兼 CAIO】 
AI が自律的に判断し動く時代に、公務員はいったい何をする存在なの

か。AI を「業務の代替」ではなく、職員の「能力の拡張」をする道具とし
て機能させるとき、公務員の役割はどう変わるのか。官民双方の経営者と
しての実践と経験から、ＡＩ時代における自治体職員のあり方と、働き方
の再デザインに向けた実践的な視座を提供する。 

 
〇 ループエンジニアリングと AI 業務革命：AI を使って、”AI を使って業

務を行う仕組み”を作る １時限 
      【石井 大地 株式会社グラファー代表取締役】 

AI の認知タスクの処理能力が継続的に向上した結果、最先端のフロン
ティアモデルの能力はほぼすべての人類の能力を超え、手元の PC で動く”
ローカル LLM”や安価なモデルの性能でさえ人類のトップ数％の能力を得
るに至り、「考える」というタスクにおいては、もはや人間ではなく AI が



 

 

主軸であるべき時代となった。こうした状況を背景として、司令塔である
高性能 AI が、部下である AI を使って業務を回しながら業務改善までを自
律的に行う、いわゆる「ループエンジニアリング」の手法が急速に台頭し
ている。本講義では AI 活用手法のここ数年の変遷を振り返りながら、ル
ープエンジニアリングによる業務革命について実例を交え解説する。 

 
○ AI・DX 時代に求められる組織文化改革と人材育成 １時限 

 【箕浦 龍一 （一社）官民共創未来コンソーシアム上席理事】 
  総務省でマネジメントを実践した講師から、その実践経験の紹介も含めて、

AI・DX 時代に求められる職員の人物像、組織文化改革、人材育成に必要な
視点などについてお話しいただく。 

 
 

【意見交換】７時限 
各自治体における AI 利活用やデジタル人材確保・育成に係る課題につ

いて、グループワークとして班内で意見交換していただくとともに、重要
と考えた論点及び解決策を発表いただく。 

 
 

【事例発表】各 50 分 
〇 （仮題）生成 AI を「地域の公共インフラ」に～南陽市における実践的

アプローチ～ 
【佐野 毅 南陽市デジタル普及推進主幹】 

生成 AI の活用知識を「公共財」として捉え、庁内にとどまらず地域社
会を含めて AI の活用を推進する、南陽市の取り組みについて説明いただ
く。 

 
〇 （仮題）横須賀市における AI 導入・活用の取り組みおよび自治体間の

連携強化 
【山中 靖 横須賀市経営企画部デジタル・ガバメント推進室】 

   横須賀市における生成 AI 導入・活用の取り組みについて、導入の経
緯や背景を含め説明いただく。また、活用を進めていく中での自治体連
携強化の重要性について、説明いただく。 

 
〇 （仮題）下呂市における「攻め」の AI 活用と DX 推進 

【⾧尾 飛鳥 下呂市 CDO 補佐官】 
  内部人材の CDO 補佐官を中心に AI 活用・DX・デジタル変革人材育成

を一体的に推進する、下呂市の取り組みについてご紹介いただく。 
 

〇 （仮題）宝塚市における持続可能な自治体 DX を目指した「ひとづく 
り」の取り組み 

【吉川 達 宝塚市企画経営部経営改革推進担当課⾧】 
  宝塚市では、持続可能な自治体 DX の実現に向けて、「ひとづくり」を

軸とした取り組みを進めており、その考え方と実践内容について紹介い
ただく。 

 
※研修内容については変更となる場合がございます。 


